
（参考資料1）  

（：）第2 0［巨】全国健康手菖祉祭しヽlまらき大会の一相莞要  

選手の募集を行う種目を中心に記載したものであり、全国値康福祉祭全般の詳細については、別途大  

会賞行委員会から送付される「開催要領Jを参照願いたい。  

1 会 期  平成19年11・月10日（土）～11月13日（火）  

2 募集チーム数等  

（1）スポーツ交流大会  

ヨ 耶  参加資格  募  集  チ  ー   ム  数  等  参加費  募集方法   
1チーム8人以内   1人   各都道府県  

卓  球  60歳以上          （監督1、選手6一男3†女3】、登録選手8以内）   1，000円  ・政令指定  
各道府県・政令指定都市：1チーム、都：2チーム  都市の推薦   

1チームg人以内   

テ ニ ス  同  上  同 上  同  上  

各道府県・政令指定都市：1チーム、都：2チーム   

1チームg人以内   

ソフトテニス  同  上  同 上  同  上  

各道府県一政令指定都市：1チーム、都：2チーム   

1チーム15人以内 ※チームは男性で編成   

ソフトボール  同  上  同 上  同  上  
各道府県・政令指定都市：1チーム、都：2チーム   

1チーム9人以内   

ゲートボール  同  上  同 上  岡  上  

各道府県・政令指定都市：3チーム、都：6チーム   

1チーム4人以内   

ペ タ ンク  同  上  同 上  同  上  

各道府県・政令指定都市：1チーム、都：2チーム   

1チーム3人   1人   

ゴ ル フ  同  上  同  上  
各道府県・政令指定都市：1チーム、都：2チーム  肌用朋槍   

誰喜：帽址  高齢者の部   1人   同  上  

マ ラ ソ ン              一敗：梓5年  各道府県・政令指定都市：6人、都：12人   1，0（刀円  及   び  
址  （3km・5km・10km 各2人、都は各4人）   ．苛．菩■  一般は公募  

＊ 一般は別途定める   

1チーム8人以内   1人   各都道府県  

弓  道  甜歳以上          （監督1、選手5【女1以上L交替選手2以内）   1．000円  ・政令指定  
各道府県・政令指定都市：1チーム、都：2チ→ム  都市の推薦   

1チーム8人以内   

剣  道  同  上  同 上  同  上  

各道府県′一政令指定都市：1チーム、都：2チーム   

＊ 茨城県の募集チーム数等は別途定める。  

（2）ふれあいスポーツ交流大会   

種  目  参加資格  寡  兵  チ  ー   ム  数  等  参加費  募集方法   

1人  各都道舟県  

ダラウシトコ■ルフ  60歳以上  各道府県・政令指定都市：6人、都：12人  1．〔00円   ・政令指定  
都市の推薦   

識者：礪臥ヒ  高齢者の部   1人   同  上  

オリエンテーリング              一綾：報なし  1チーム3人   1．000円  及  び  

各道府県・政令指定都市こ1チーム、都：2チーム  卜融柑  一般は公募  

＊一般は別途定める   

、1チーム5人以内   1人   各都道府県  

な ぎ な た  60歳以上          （監督1、選手3、登録選手4以内）   1，000円  ・政令指定  

各道府県・政令指定都市：1チーム、都：2チ【ム  都市の推薦   

象茨城県の募集チ→ム数等は別途定める。  
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種  目  参加賓格  募  集  チ  ー   ム  数  等  参加費  募集方法   

1チーム6～7人   1人  各都道府県  
太 極 拳  60歳以上          各道府県・政令指定都市：1チーム、都：2チーム  1．000円  ・政令指定  

都市の推薦   
1チーム9人以内   

ソフトハ■レーホ■－ル  同  上  同 上  同  上  

各道府県・政令指定都市：1チーム、都：2チーム   

1チーム20人以内  

サ ッ カ ー  同  上  同  上  

各道府県・政令指定都市：8人［男4・女4】   1人   

水  泳  同  上  都：16人【男8・女8】   同 ●  上      1．000円   

高鞘：礪址  高齢者の部   1人   同  上  

ダンススポーツ              一針観恥し  1チーム9人以内：（監督1、スタンダード・ラテンの部各2組以内）  l．∝旧円  及  び  
各道府県・政令指定都市＝1チーム、範‥2チーム   ト批j樋  一般は公募  

＊ 一組は別途定める   

ターゲット・  1人  

バードゴルフ  60歳以上  各道府県・政令指定都市：4人、都：8人  1．000円   

都市の推薦   
＊茨城県の募集チ〟ム数等は別途定める。   

（3）福祉・生きがい関連イベント  

種  目  参加資格  募  集  チ  ー   ム  数  等  参加費  募集方法   

1チーム3人（男2・女1）   1人  各都道府県  
囲  碁  60歳以上          各道府県・政令指定都市二1チーム、都：2チーム  1．0（泊円  ・政令指定  

都市の推薦   
1チーム3人   

将  棋  同  上    同 上  同  上  

吉鮨畑呈址  募集句：高齢者の部・一般の部（全国公募）   事前公募  

俳  句  無 料  

当的：推なし  ※1人2句以内（嘱目）の投句  当日婁集   

1人  

民  謡  60歳以上  各道府県・政令指定都市：1人、都：2人  1．∝0円   

都市の推薦   

吉鮨：鵬此  高齢者の部   1人   同  上  
オ セ ロ              一般：覗なし  1チーム3人   1．∝氾円  及  び  

各道府県・政令指定都市：1チ【ム、叡：2チーム   二み．■‘・■  一般は公募  

＊ 一拉は別途定める   

1チーム4人   1人  各都道府県  
健康マージャン  60歳以上          各道府県・政令指定都市：1チーム、都：2チーム  1，000円  ・政令指定  

都市の推薦   

・日本画の部  ・洋画の部  ・彫刻の部   各都道府県  

美 術 展  60歳以上  ・書の部  ・写真の部  無 料  

各道府県・政令指定都市：各部2点、都：各部4点  都市の推薦  

＊茨城県の募集チーム数等は別途定める。   

3 参加申込   

平成19年6月14日（木）から7月13日（金）の期間に、各都道府県・政令指定都市の所管部局  

を通じて大会実行委員会へ申し込むこと。（別途、開催要領で定める。）   

＊俳句の募集句については、平成19年4月2日（月）から5月31日（木）までである。   

4 参 考   

60歳以上：昭和23（194B〉年4月1日以前に生まれた人  
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て票㌻●■  

（参考資料2）  

㌣－■■血■■－▲⊥－一エバ                     トナ号－－≡、蔓  
卜兵一：：＝ f  

ぅー一h・忘・【                       仁一－・‥㌻●■・ミ                        ぎ ・；てさJ  

ヽモ＝凱：mご1一・－‥＿′  

都道府県  

各  全国健康福祉祭主管部（局）長 殿  

指定都市  

老振発 第1218001号  

平成18年12月18日  

厚生労働省老健局振興課覇唱誹饗  

第20回全国健康福祉祭いばらき大会における「長寿社会・私の主張」等  

コンクール作品募集について   

全国健康福祉祭（ねんりんピック）の推進につきましては、平素より格別の御協力を   

いただき、厚く御礼申し上げます。  

今般、第20回全国健康福祉祭いばらき大会における r長寿社会・私の主張」、「長寿   

社会・小学生作文j及び「長寿社会・′J、学生の絵」コンクールの作品募集を別紙要綱の   

とおり実施するため、関係機関ヘリーフレットを配布することといたしました。   

1）きましては、貴管内の関係機関への周知及びリーフレットの配布について、御協力   

方よろしくお顔いいたします。  

なお、リーフレットについては、別途、財団法人長寿社会開発センターから送付する   

ことといたしておりますので申し添えます。  

担  当 老健局振興課 主任調査員 室伏 学  

生きがい係 小口未知時   

電  話 03－5253－1111（内線3935）   

E～mail murofushi－川副】abu＠血11w．go．jp  
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「長寿社会・小学生作文」「長寿社会・小学生の絵」コンクール募集要綱  

1．趣 旨  

近年、子どもたちとお年寄りの接する機会が少なくなっておりますが、子どもたち   

にとって、お年寄りの持つ豊富な知識・技能・経験を知ることは、とても大切なこと   

です。  

「全国健康福祉集（ねんりんピック）」は、長寿社会のあり方について、各世代の人々   

がともに考える機会を捷供するとともに、健康づくりについての意識の啓発、スポー   

ツレクリエーション活動の振興、高齢者の社会参加活動の促進を図るための全国的な   

祭典として開催されるものです。  

本年は、平成19年ユ1月ユ0日（土）から13日（火）までの4日間、rさわやかな 長   

寿の風を 茨城に」をテーマに、第20回全国健康福祉祭いばらき大会（ねんりんピッ   

ク茨城2007）を開催いたしますが、その一環として、小学生を対象に、お年寄りとの   

交流をテーマとした「長寿社会・小学生作文」「長寿社会・小学生の絵」を募集します。  

2．主 催  

厚生労働省 茨城県 （財）長寿社会開発センター   

3．後 援  

（株）共同通信社 （財）児童健全育成推遅財団  

（社福）全国社会宿祉協議会   （財）全国老人クラブ連合会  

（社福）テレビ朝日福祉文化事業団 （社）日本新聞協会  

（社）日本国書館協会 （社）日本ペンクラブ   

4．協 賛  

（財）フランスベッド・メディカルホームケア研究・助成財団  

5＿ 募集要領  

（1）「長寿社会   

①テーマ   

②内  容  

リJ、学生作文」コンクール   

「おじいちゃん おばあちやんJ   

祖父や祖母、曽祖父や曽祖母、あるいは近所のお年寄りとの交流を通  

じて学んだことや思ったことであって、′j、学生らしい視点が感じられる  

心和む内容であるもの。表題は白丸（同居・別居等の条件はなく、また、  

過去の出来事や記憶に基づくものでも結構です。）   

平成19年4月（新学期）現在、小学1年生から6年生までの児童   

縦書き400字詰め原稿用絆3枚以内  

③資  格  
④規  格  

（ワープロ原稿は20字×20行の縦書きとします。）  

⑤記載事項 応募用紙に①表題、②氏名（フリガナ）、③生年月日、④年齢、⑤小  

学校名、⑥学年（新学期）、⑦自宅住所、⑧電話番号、⑨本コンクールを  

知ったきっかけを記載の上、作品に添付。（学校単位で取りまとめの上応  

募の際には、学校連絡先、ご担当者名を明記。）   

平成19年4月30日（月）（当日消印有効）   

厚生労働大臣賞  1編（副賞 図書か小ぐ30，000円分）  
⑥締め切り  

⑦貫  
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茨城県知事寅  1編（副賞 図書か斗ナ20，000円分）   

（財）長寿社会開発センタh理事長賞1編（副賞 図書カード20，000円分）   

審査委鼻特別賞、佳作  若干   

・小学生の絵」コンクール   

「おじいちゃん おばあちゃん」   

祖父や祖母、曽祖父や曽祖母、あるいは近所のお年寄りがいきいきと  

活動している姿や、子どもと交流している姿など「おじいちやん お鱒  

あちゃん」のテーマにふさわしい温かみが感じられるもの。表題は自由。  

（同居∴別居等の条件はなく、また、過去の出来事や記憶に基づくもの  

でも結構です。）   

平成19年4月（新学期）現在、小学1年生から6年生までの児童   

画用紙四つ切り（540mmX381mm）   

画用紙の裏面に、①表題、②氏名（フリガナ）、③小学校名、④学年（新  

学期）、⑤生年月日、⑤年齢、（う自宅住所、（診電話番号、⑨本コンクール  

を知ったきっかけを記載の上、作品に貼付。（学校、塾等で取りまとめの  

上応募の際には、学校、塾等の連絡先、ご担当者名を明記。）   

平成19．年4月30日（月）（当日消印有効）   

厚生労働大臣賞  1編（副賞 図書カード30，000円分） 

茨城県知事寅  1編（副賞 図書カ→ド20，000円分）   

（財）長寿社会開発センター理事長寮 1編（副業 図書カード20，000円分）   

審査委員特別賞、佳作  若干  

（：2）「長寿社会   

①テーマ   

②内  容  

③資  格  
④規  格  
⑤記載事項  

⑥締め切り  

⑦賞  

6．審査委員  

（1）「長寿社会・小学生作文」コンクール   

・阿刀田 高（小説家・文化庁文化審議会会長）   

・落合 恵子（作家・子どもの本の専門店クレヨンハウス代表）   

・金平 輝子（元東京者隅j知事）   

・原田 暁（社会保障問題評論家、元NHK解説委員）   
・藤原 房子（ジャーナリスト）   

・冨澤 正夫（（財）長寿社会開発センター専務理事）   

（2）「長寿社会りJ、学生の絵」コンクール   

・絹谷 幸二（日本芸術院会員、東京芸術大学教授）   

・木島 俊介（共立女子大学教授）   

・田沼 武能（（社）日本写真家協会会長）   

・茨城県在任美術専門家   

7．応募上の注意事項  

①応募作品は未発表のものに限ります。  

②応募は一人一編に限ります。  

③入賞作品の全ての権利は、（財）長寿社会開発センターに帰属します。（作品の  

展示やポスター等での使用の他、当センターが認めた関係団体誌上等での使用  

があります。）  

④応募作品（「長寿社会・小学生作文」）は返却いたしません。作品控えは各自で  

お持ち下さい。  

「長寿社会・小学生の絵」に応募され、作品の返却を希望する方は、書きア  
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ドレスよりお申し込みください。（返却希望の場合は送料等をご負担いただき  

ニー・∴■  

如申：〃耶間．neP毎jp（19年8月より受付予定。）  

8．入賞発表  

発表は、平成19年7月下旬です。入賞者の方に直接通知いたします。また、下  
記ホームページ及び誌上に掲載する予定です。  

・財団法人 長寿社会開発センターホームページ  

・ねんりんピック茨城2007ホームページ  

・「月刊福祉」（社会福祉法人 全国社会福祉協議会発行）  

・「全老連」（財団法人 全国老人クラブ連合会発行）  

・「WAM」（独立行政法人 福祉医療機構発行）  

・「ひょうひよう」（財団法人 長寿社会開発センター発行）   

9．表彰式  

厚生労働大臣賞、茨城県知事賞、（財）長寿社会開発センター理事長寅の各受賞者に  

対して、ねんりんピック開催期間中の平成19年11月11日（日）、結城市民文化セン  

ター「アクロス」（茨城県結城市）において実施します。  

なお、審査委貞特別賞及び佳作については、ねんりんピック終了後、表彰状、副賞  

を送付します。   

10．入選作品集の作成  

各入選作品は冊子にまとめた上、入賞者■関係者に送付します。   

11．作品の展示  

「長寿社会・小学生の絵」については、入賞作品及び茨城県内応募作品のうち一次  

審査通過作品を、大会期間中（11月10日～13日）、「つくば国際会議場」（つくば市）  

において展示します。   

12．個人情報の取り扱い  

応募作品に係る個人情報については、応募者本人の同意‘（応募者が未成年の場合は   

その保護者の同意）がある場合を除き、作品の審査、応募者との連絡、賞品等の発送   
及び作品の展示並びに入選作晶に関する報道機関等への発表並びに作品集、全国健康   

福祉祭総合プログラム・公式記録集及び入賞者作品の当センターホームページ等への   

収載以外の目的で使用することはありません。  

また、作品審査作業等において、事務を当センター以外の者に委託する場合には委   

託業務に必要な範囲内でそのものに提供することがあります。   

13．応募作品の送付先及びお問い合わせ先  

〒105・8446 東京都港区虎ノ門3－8－21虎ノ門33森ビル8階  

財団法人 長寿社会開発センター「長寿社会・私の主張」等コンクール事務局  

TEI」03・5470・6753（企画振興部振興課）  
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○ 福祉用具及び住宅改修について  

1．福祉用具専門相談員指定講習について  

○ 福祉用具専門相談員指定講習については、平成18年4月1日より、事業   

所の所在地を管轄する都道府県において、事業所ごとに指定することとされ   

ました。当該事務移管に伴い、指定申請の手続き等については、当分の間、   

従来の国の定める指定要綱において実施することも可能とされております   

が、その手続き及び要件等を各都道府県の判断に委ねることとされた趣旨を   

踏まえると、国の定める政省令等に基づき、各都道府県が地域の実情に合わ   

せた実施要綱を作成することが望ましいものと考えております。  

○ また、厚生労働省では、来年度当初に、今年度の事業者数、受講者数の把   

握、実施要綱に関する情報収集を予定しておりますので、その準備方よろし   

くお願いします。  

2．住宅改修の適正な運用について  

○ 介護保険における住宅改修については、平成18年4月1日より、事前申   

請制度の導入を行ったところです。制度導入後は、従来の事後申請であれば   

対処が困難であった悪質な事業者による（保険給付として適当でない）住宅   

改修の防止や利用者の身体の状態からは適当ではない住宅改修の防止も可能   

となったところです。  

○ したがって、都道府県においては、「利用者保護」の観点から、引き続き、   

（財）住宅リフォーム・紛争処理支援センターにおけるリフォーム相談窓口   

の活用や利用者への幅広い情報提供を図るなど、その適切な対応をお願いし   

ます。  
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○ 離島等サービス確保対策事業について  

本事業は、介護保険サービスの確保が困難な離島や山間等の過疎地域において、 当  

該地域の特性に応じた施策を実施することにより、介護保険サービス提供体制の充実  

を図ることを目的として実施しているところである。  

本事業は、離島等を対象として、事例としてお示ししている対策検討委員会の運営  

等に限らず、サービスの確保においては、さまざまな検討方法が考えられるので、本  

事業の対象と思われる事業案やご要望等があって、判断に迷われる場合、積極的に当   

課までご相談いただき、離島等における介護サービス供給体制の確保にご活用願いた  

い。  

■ ■－ －－ ■－ ▲－ － － － － － － ■－ －・－ 一 一 － － ■－ － 一－ －一 － － － 一 －・■－ － － 一 一 －－ －▲ 一 一 ■－ 一 一－ ■一 一 一－－ － － － － ●■ － － － － － －－－ － － － － －－－ － －－ － 一－ －－ －－ － － － － ‾ ■→ － － ‾ ‾一 ■ －  

1   

対象地域（「厚生労働大臣が定める特例居宅介護サービス費等の支給に係る離島その他の地域の ：  
1  

1  

l   

基準」（平成11年3月31日厚生省告示99号））   

離島振興法第2条第1項の規程により指定された離島振興対策実施地域   

奄美群島振興開発特別措置法第1条に規定する奄美群島   

山村振興法第7条第1項の規定により指定された振興山村   

小笠原諸島振興開発特別措置法第2条第1項に規定する小笠原諸島   

沖縄振興特別措置法第3条第3号に規定する離島  
l  l  

厚生労働大臣が定める特例居宅介護サービス費等の支給に係る離島その他の地域の   
l  l  

基準第6号の規定に基づき厚生労働大臣が定める地域  
－ ■■■ ■一 ■ － －－ －－－－ －－－－－ － － － －－ － － － － － －－ － － － － － －－－ －－ －－一－－ － － － － －一－－－－ － － － －－ － － 一 一－－ － － ■ － － － － ■ ■ ■ ‾■ ■  
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三重≡妻妻  
バリアフリー改修促進税制の創設（所得税、固定資産税）  

1．高齢者等が安心して快適に自立した生活を送ることのできる環境の整備を促  
進し、高齢者等の居住の安定の早期確保を図るため、以下のバリアフリー改修   
工事を行った場合の特例措置を創設する。   

■■■■■■●■■■■■t■一T■■■■■■■■■■－■■■■■■■●■■■■■■■■■－■｛■1■l■■●一■■■－■■－■■－■■－■■－■■■■■■→■●－●－－■■－■■－■■■■●一一－－■■■■■■■■■●●－■■■■●■■－■llll■■■－■■■■  

い）廊下の拡幅正）階段の勾配の緩和揖）浴室改良毎）便所改良Ⅴ）手すりの設置： 至心）屋内の段差の解消通）引き戸への取替え工事通）床表面の滑り止め化   ・  
－■■■■■■■■■＝－■■■■■■■■■＝■＝■■■■■●■■■－■■－■■■－■■■■■l■＝■■＝1－■■1－■■■－■■・■■●＝■■■■■■■－＝－■■■－■＝－‥－‥－■■－‥－■■■－■■－＝－■■－■■－＝■■－′   

○所得税   

・・平成19年4月1日から平成20年12月31日までの間に、一定の者※lが自己   

の居住の用に供する家屋についてバリアフリー改修工事を含む増改築等工   

事を行った場合、現行の住宅リフォーム・ローン減税制度と、新設される  

以下の制度が選択できる。   

【住宅のバリアフ リー改修促進税制】   

（ア）バリアフリー改修工事に係る借入金（200万円まで）：  

年末残高の2％を5年間所得税額から控除   

（イ）（ア）以外の増改築等に係る借入金：  

年末残高の1％を5年間所得税額から控除   

（ただし、控除対象となる（ア）及び（イ）における借入金額の上限は合計1，000万円。）  

※1a）50歳以上の者、b）要介護又は要支援の認定を受けている者、C）障害者、  

d）b）若しくはc）に該当する者又は65歳以上の者のいずれかと同居している者  

【現行の住宅リフォーム・ローン減税と住宅のバリアフリー改修促進税制の比較】  

住宅リフォーム・ローン減税  住宅のバリアフリー改修促進税制   

1～ 6年目：1．0％  1～10年日：0．6％   2．0％  
除率  

7～10年目：0．5％  11～15年目：0．4％  （ハ■リアフリー改修工事以外の部分は1．0％）   

長期間   10年間※2   15年間※2   5年間   

－ン／の   19年居住：2，500万円  200万円（ハ～リアフリー改修工事相当分）   
度額   20年居住：2，000万円  1，000万円（増改築等工事全体）   

－ン′の  

陳謝牛   
10年以上  5年以上   

事費   100万円超  30万円超   
要件  （補助金等をもって充てる部分を除く）   

妄晶   対象外  対象   

効
例
 
 

の
特
 
 

税
る
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す
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間
 
 

口
年
 
 

宅
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5
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う
間
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期
 
 

に
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譲
控
 
 

移
と
 
 
 

草
す
じ
 
 

改
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体
間
 
 

※：2 平成19年・20年については、三位一  
果を確保するため、控除期間を10年  
捨置との選択適用を可能とする措置が講  

・現行の住宅リフォーム・ローン減税の対象となる増改築等の範囲に、 上記  

i）～憺）のバリアフリー改修工事を追加する。  
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○固定資産税  

平成19年4月1［lから平成22年3月31「1までの間に、平成19年1月1日以   

前から存していた家屋のうち－一定の者号∴iが居住するもの（賃貸住宅を除   

く。）についてバリアフリー改修工事を行い、当該改修工事に要した費月］か   

ら補助金等をもって充てる部分を除いた費用が30万円以上の場合、当該家屋   

に係る翌年度分の固定資産税額（100ポ相）二∫寺分までに限る。）を1／3減額   

する。   

※3 α）65歳以仁の者、／j）要介護又は要支援の認定を受けている者、γ）障害者   

【バリアフリー改修工事の具体例】  

：2．ローンを活用しない住宅のバリアフリー改修促進税制については、与党税制   

改正大綱において、引き続き検討を行うこととされた。   

■ ■l■11」■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ t ■ ■ ■ ■l■l■ ● ■■l■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ t ■ ■ ■ ■ ■ ■l■ ■ ■ ■ ■ 1 ■ ■ ＝ ＝ ■ ■ ■ ■ ＝ ＝ ■ ■ ■ ■ 1 ■ ■ ■ ■ t■ ■l－ t t ■ ■  

■  

：平成19年度与党税制改正大綱（抄）  

■■ ：「住宅のバリアフリー改修促進税制については、今後の適用状況を踏まえつ：  
■ つ、高齢者等の安心・安定した居住環境の確保や税制としての適切な支援の：  
；あり方等の観点から、今後、引き続き検討を行う。」  
■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■暮＝＝ ＝ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ＝ ＝■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■t11■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ＝ ＝ ＝ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ⊥ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■  

（糾当）  

困上交通省住宅局  
住宅総合整備i課企11舶系   

電詣 03－5253－8111  
（内線39－336）  
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